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宍道湖ヤマトシジミ減耗要因調査

（宍道湖・中海再生プロジェクト事業）

向井哲也・曽田一志・勢村　均・石田健次

1. 調査目的

　宍道湖のヤマトシジミ資源は平成 22 年以降

減少傾向が著しく、平成 24 年 6 月には過去最

低の 1 万 5 千トンにまで減少した。資源量減少

の要因として、秋～春にかけてのシジミの減耗

が近年増加していることが示唆されており、例

えば平成 23 年 10 月から平成 24 年 6 月にかけ

て、ヤマトシジミの資源量は約半分に減少して

いる。また、平成 24 年度のシジミ生息状況調

査においても冬季に生息量が激減していること

が確認されている（本誌の「宍道湖ヤマトシジ

ミ資源調査」の項目を参照）。

　これらの減耗の原因としては、冬季に生貝数

に対する死殻数の割合が高くなることから、漁

場における餌不足や環境悪化などでシジミがへ

い死している可能性が疑われてきたが、死殻の

発生時期が特定できないので、推論のままと

なっていた（1）。また、漁場に生息するシジミ

が生理活性の弱い低水温期に漁獲作業により頻

繁に底質から掘り出されると、潜砂運動を繰り

返すことで衰弱し、これが減耗の原因となって

いる可能性も考えられた。

　これら推定されている減耗の要因について直

接観察することにより検証するための試験を実

施した。

2. 調査方法

（1）湖底に埋設したカゴによ

るシジミ飼育試験

　秋～春にかけてのヤマトシ

ジミの減耗の状況を観察する

ため、宍道湖の湖底にプラス

チックのカゴを埋設し、自然

の湖底環境とほとんど変わら

ない状態でヤマトシジミを飼

育してその生残を追った。試

験地点は原則としてヤマトシ

ジミ生息状況調査の調査定点の近傍とし、水深

0.5 ～ 1m 帯と水深 2 ～ 2.5m 帯に設定した（南

岸は水深 2 ～ 2.5m 帯のみ）（図 1）。試験に使

用したヤマトシジミは宍道湖で採集した殻長

12 ～ 25mm の個体で、シジミの飼育密度は周囲

の生息環境と同程度に設定した。カゴは水深

0.5 ～ 1m 帯では既製品のプラスチックカゴ（30

× 50 × 30cm）、水深 2 ～ 2.5m 帯では目合 8mm

のネトロンネットで作成したカゴ（32 × 32 ×

40cm）をそれぞれ用いた（図 2）。カゴはシジ

ミが十分潜砂できるよう湖底に 20cm 以上埋設

して設置し、目合 8mm ないし 45mm のネトロン

ネットのフタを被せた（図 3）。水深 0.5 ～ 1m

帯の飼育条件は表 1 に、水深 2 ～ 2.5m 帯の飼

図 1 湖底埋設カゴ飼育試験 試験地点

図 2 湖底埋設カゴ飼育試験に使用したカゴ　　　
　　　（左：水深 0.5 ～ 1m 帯、右：水深 2～ 2.5m 帯）
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育条件は表 2 にそれぞれ示した。

　水深 0.5 ～ 1m 帯のシジミの試験期間は平成

24 年 10 月 25 日～平成 25 年 3 月 7 日とし、試

験終了時にカゴを取り上げてシジミの生残数と

殻長を測定した。なお、へい死があった場合に

その時期を特定できるよう、東岸と北岸の各１

カゴについては毎月 1 回、エアリフトによりシ

ジミを砂泥ごと吸引する方式の採集器でカゴ内

のシジミを全て採集して生残数を計数した。水

深 0.5 ～ 1m 帯のカゴのフタは付着物による目

詰まりを防ぐため毎月交換した。

　水深 2 ～ 2.5m 帯のシジミの試験期間は平成

24 年 10 月 29 日～平成 25 年 4 月 22 日とし、

試験終了時に潜水作業によりカゴを回収してシ

ジミの生残数、殻長を計測し、各地点 20 個体

の貝を選んで肥満度を計測した。

　また、神西湖においても宍道湖と同様に冬季

のシジミの減耗が確認されているため、同様の

試験を実施した。神西湖では北岸部沿岸におい

て平成 24 年 11 月 9 日～平成 25 年 4 月 25 日の

間、水深約 0.7m の湖底に 25 × 40 × 25cm のカ

ゴを埋設し、平均殻長 23.0mm の標識したヤマ

トシジミ 50 個体を飼育した。

（2）シジミ表出試験

　漁獲作業による掘り返しの影響を見るため、

冬季に飼育下でシジミを高頻度に底質表面に強

制的に表出させ、その影響を調べる実験を行っ

た。

　試験に用いたシジミは宍道湖で採集した殻長

12 ～ 20mm のヤマトシジミである。試験区は①

表出なし、②週に 1 回表出、③週に 3 回表出（原

則としてシジミ漁の操業日である月曜日・木曜

日・金曜日に表出）の３つ設け、それぞれの試

験区について飼育カゴを２つずつ設けた。飼育

方法は、大きさ 10 × 23 × 20cm のネトロンネッ

トのカゴ（目合 8mm）を細砂に埋設しその中で

シジミ 50 個体を入れて飼育した。シジミの表

出は、カゴを砂から取り出して宍道湖水で砂を

洗い出してシジミを取り出し、カゴを再び砂に

埋設してシジミを砂の表面に置くという方法で

行った。

　シジミの飼育カゴは容量 38L のコンテナ内に

３カゴずつ置き（図 4）、コンテナ内には毎時

15 回転の流量で宍道湖水もしくは宍道湖水と

濾過湖水を混合した水を流した。試験期間は平

成 24 年 11 月 30 日～平成 25 年 3 月 6 日とし、

図3 湖底埋設カゴによるシジミ飼育

表１ 湖底埋設カゴ飼育試験　水深0.5～ 1m帯の
飼育条件

表 2 湖底埋設カゴ飼育試験　水深 2～ 2.5m帯の
飼育条件

図4 シジミ表出試験の飼育状況
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月に 1 回シジミを取り出して生残状況を調べ

た。試験終了時には各試験区 20 個体のシジミ

について肥満度を調査した。

3. 調査結果

（1）湖底埋設カゴ飼育試験

　水深 0.5 ～ 1m 帯の試験終了時におけるシジ

ミの生残率を図 5 に示す。また、東岸と北岸の

各 1 カゴの毎月の生残率の推移を図 6 に示す。

また、水深 2 ～ 2.5m 帯の試験終了時における

シジミの生残率を図 7 に示す。

　シジミの生残率は水深 0.5 ～ 1m 帯では 77％

以上、水深 2 ～ 2.5m 帯では 92％以上と高く、

シジミの極端な減耗はどの試験区でも観察され

なかった。また、目合 45mm のフタやフタなし

の場合でもほとんど全てのシジミが残ってい

た。なお、水深 2 ～ 2.5m 帯では試験期間中の

フタの交換は行わなかったが、フタの付着物は

少なく目詰まりなどは見られなかった。

　水深 2 ～ 2.5m 帯の試験終了時のシジミの肥

満度を図 8 に示す。肥満度はどの試験区でも約

0.02 で、この時期の自然状態のヤマトシジミ

の肥満度と同程度であった。なお、どの試験区

でも試験期間中のシジミの成長量は平均殻長で

0 ～ 0.9mm とわずかであった。

　また、神西湖の湖底埋設カゴにおいては平成

25 年 4 月 25 日の時点で 96.0％のシジミが生存

していた。

（2）シジミ表出試験

　試験終了時のシジミの生残率を図 9 に、肥満

度を図 10 にそれぞれ示す。どの試験区でもシ

ジミの生残率は 98％以上と高く、肥満度も非

常に良好であった。

図 6 湖底埋設カゴ飼育試験　水深 0.5 ～ 1m 帯の
東岸、北岸のカゴにおける生残率の推移

図5 湖底埋設カゴ飼育試験  水深 0.5～ 1m帯の試
験結果（平成25年 3月 7日時点での生残率）

図 7 湖底埋設カゴ飼育試験 水深 2 ～ 2.5m 帯の
試験終了時の生残率（平成 25 年 4 月 22 日
時点、ただし北岸 1 は平成 25 年 3 月 7 日時
点での生残率）

図 8 湖底埋設カゴ飼育試験 水深 2 ～ 2.5m 帯の
シジミの試験終了時の肥満度（各地点 20 個
体、縦棒は標準偏差）( 肥満度 = 軟体部乾燥重

量÷ (殻長×殻幅×殻高 )) × 1000)
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（3）考察

　湖底埋設カゴ飼育試験ではシジミは高い生残

率を示し、目立ったへい死はなかった。一方で

その近傍でのシジミ生息状況調査では冬季にシ

ジミ密度の著しい減少が起こっている（本誌の

「宍道湖ヤマトシジミ資源調査」を参照）。カゴ

飼育試験地点の水質・底質条件は周囲の湖底環

境とほぼ同等と考えられ、カゴ飼育ではへい死

は起こっていないため、少なくとも平成 24 年

度の場合、生息状況調査地点でのシジミ減少の

原因は水質や底質の悪化によるシジミへい死で

はないと考えられた。シジミ生息状況調査にお

ける冬期の死殻の割合の増加の原因は、シジミ

のへい死ではなく、死殻の集積や生貝の減少に

よる見かけ上の増加に過ぎないと思われる。

　また、シジミ表出試験の結果からは、表出作

業によるシジミへの影響は認められず、少なく

ともシジミに損傷を与えないような漁獲方法で

あれば、低水温期に操業することによってシジ

ミが減耗する可能性は薄いと考えられた。

4. 研究成果

　調査で得られた結果は、宍道湖漁協青年部勉

強会、宍道湖・中海水産資源維持再生事業検討

会、宍道湖保全再生協議会で報告した。
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図 9 シジミ表出試験 試験終了時の生残率（各試
験区 2セットの平均値）

図 10 シジミ表出試験 試験終了時の肥満度（各
20 個体、縦棒は標準偏差）( 肥満度 = 軟体部
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